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家庭と力を合わせて 
校長  有 賀 康 美 

 ２学期が始まって１か月が経ちました。９月はまだまだ残暑が厳しい日もありましたが、秋分の日も過

ぎ、日に日に夜が長くなってきてようやく朝夕も涼しくなってきました。そんな季節の変わり目で、朝夕と

昼間の気温差が大きく風邪を引いてしまう子どももいるようです。衣服や寝具などにご注意いただき体調を

崩さないようにお願いします。 

さて、今年度も２学期が始まってすぐに、学び舎で「夏休み作品展」として、子ども達が夏休み中に取り

組んだ工作や研究などを一堂に展示しました。子ども達は他学年の作品も全員鑑賞しましたが、保護者の皆

様もたくさん来場され、お褒めの言葉をいただくなどとても好評でした。私も一つ一つの作品をじっくり見

ましたが、どれもほんとうによくできていました。作るのに時間がかかっただろうなあ、苦労しただろうな

あ、面白いアイディアだなあ、よく調べたなあなど、一人一人の努力や頑張りがよく表れていて、どの作品

も素晴らしいものでした。教室内の展示だけでなく、他の学年全員が見られるように展示することで、子ど

も達もやり遂げた満足感を感じているのではないかと思います。また、他の作品を見て、友達の努力やアイ

ディア、来年取り組むヒントを得た子もいるのではないかと思います。私がここで改めて感じたことは、子

ども達の頑張りはもちろんですが、ご家庭の陰の支援です。夏休みの自由研究という学校の課題でしたが、

夏休み前からやることを決めていて自分でどんどん進めた子もいるとは思いますが、やることが決まらず、

心配になって「どうするの？」「終わったの？」という声掛けをしても、なかなか進まなかった子もいたの

ではないかと思っています。そこで、ご家庭でテーマややり方、調べ方やまとめ方に対していろいろなアド

バイスをしていただいたり、材料を買い揃えていただいたり、時には手伝ったりしていただいたことと思い

ます。私は、この協力こそとても大切だと思っています。そんなとき子どもは、表情や態度には表さなくて

も、「嬉しくてとても感謝している」のではないでしょうか。「困ったときは助けてもらえる」、そんな安心

感も大切ではないでしょうか。また、取り組んでいる姿勢や完成した作品に対して励ましたり褒めたりして

いただいたと思います。これも「自分の頑張りを認めてもらえた」「自分も認めてもらえるところがある」

という子どもの成長にとって大切なことです。 

学習でも同様のことが言えると思います。本校では、各学級ともに宿題以外に家庭で、漢字や計算練習、

読書などの学習に毎日取り組むなど、家庭学習での習慣の確立をお願いしているところです。ぜひ夏休みの

自由研究と同じように、アドバイスやちょっとした手助け、励ましや称賛をお願いします。「やりなさい！」

という声掛けだけではなかなか難しい子どももいると思います。学習しやすく、集中できる環境を整えてあ

げる、時間ややることの管理をきちんとする、約束としてしっかり守らせるなども大切ですが、取り組んだ

姿勢をぜひ認め、取り組んだ結果をぜひ褒めていただきたいと思います。子どもは認められ褒められること

で、やる気になり、次へのエネルギーが湧きます。 

子どもは無限の可能性をもっています。それを引き出し膨らませ伸ばすのが学校であり家庭であると思い

ます。日々の授業でも「認め、褒め」を中心に、子ども自ら自分の能力に気付き、自信をもって挑戦し、や

り続ける力を育てています。ご家庭でも学校と同じ方向を向き、同じ取組に力を合わせて子ども達を育てて

いきたいと思います。 
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